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【部門の役割】

• 滅菌センターは、医療現場で使用された器材を洗浄・組立・滅菌・供給を行う部署です

• 滅菌物の品質保証・定数管理・安定供給を実施することで病院全体の医療安全や感染管理に貢献
しています

• 医療器材を中央処理化することで、医療現場の洗浄業務などの負担を軽減し、本来業務に専念す
る環境改善を図ることを目的としています
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部門の役割

【滅菌センターの業務内容】

①再生医療器材の洗浄・滅菌を一括で処理します

②使用済み医療器材の洗浄を行い、消毒・滅菌処理を行
います

③手術セットの性能点検及び器材の数量確認を行います

④滅菌の品質保証及び医療器材の在庫管理を行います

⑤医療施設によっては、回収から供給まで実施する場合
もあります

【部門が適切に機能しないと】

• 微生物やウイルスは目視で確認することができません。目視で確認できない
からと言って、菌が付着した器材で手術や検査をするとどのようなことが発
生するでしょうか？

• 過去に発生した大きな事例

【2009年に発生した眼科手術での感染】

• 東京都中央区の眼科診療所で、レーザーを照射して視力を矯正する「レーシック手術」を受けた
患者67人が、感染性の角膜炎や結膜炎を発症していたことが25日、わかった。院長は、手術器具
の滅菌が不十分だった可能性が高いと説明。（2009年2月25 読売新聞）

• 今回の集団感染は、角膜の表面を薄く切る道具の先端を高温で滅菌する装置の故障が一因である
可能性が高いとされ、メーカーの調査で滅菌温度が十分に上がらない不具合が確認されたという。
区保健所の調査に対し、「点検を行ったことがなく、正常に作動していると思った」と話したと
いう。取り扱い説明書も院内に保管しておらず、区保健所は院長が滅菌装置が適正に動いている
か確認する方法さえ知らなかったと見ている。（2009年2月27日 読売新聞）

【2018年に発生した事例】

• 滅菌不完全器具で手術 病院、対象患者78人に謝罪（2018年6月14日 静岡新聞）

• 静岡県内の病院で5月下旬、滅菌処理が不完全な状態の手術器具が患者に使用されていたことが13
日、病院への取材で分かった。滅菌処理装置の電源の入れ忘れと使用前の確認不徹底による人為
ミスで、病院は対象となる患者78人に謝罪した。同病院によると、滅菌処理が不十分だったのは
鉗子などの手術器具4セット、手術器具を保護する布2枚など。該当の手術器具を使用した患者が4

人、布などを術中に用いた可能性がある患者が74人いた。5月28日、手術器具が滅菌済みであるこ
とを知らせる付属品の色が変わっていないことに看護師が気付いた。
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用語の解説（洗浄）

【まず洗浄から！】

• 手術医療の実践ガイドラインでは、「滅菌前には確実な洗浄が行われていることが必須条件であ
る。これは器材に蛋白が残存していると消毒、滅菌方法によっては不十分な結果となる恐れがあ
るからである。また、たとえ消毒・滅菌ができたとしても、これらの変成した異物が体内に遺残
する可能性もあり適切ではない」と記載されています

洗浄された状態 洗浄が不完全な状態

汚染物

イメージ図

器械表面

表面部分が固着

【汚れの落とし方】

• 汚れの落とし方は、物理的作用（強い水流やスポンジなど）と化学的作用（洗浄剤の化学作用や
水など）が重なり合って効果を発揮します

• カレーを煮込んだ鍋を洗うとき、強い水流とスポンジで強く擦っても、油汚れを落とすことは困
難です。そこで、スポンジに食器洗剤を適量馴染ませると油汚れは効果的に除去できます

• 一方、食器洗剤を多量に使って漬け置き洗いしても汚れは完全に除去することはできません

化学的作用

ドラム内で
衣類が
落下する

物理的作用

• 洗濯機で例えると、洗濯せっけんで化学的作用が働き、ドラムが回転することによって物理的作
用が加わり短時間で汚れを落とすことができます。洗濯せっけんを入れ忘れると、洗い残しが発
生します。化学的作用が得られないからです

【水も重要な因子】

• 化学的作用の中で「水」と記載していますが、水も洗浄にとって大きな因子になります

• その一つは、硬度です。水には「マグネシウム」「カルシウム」などを含み、硬水ではこれらの
成分を多く含んでいます。一方で軟水はこれらの成分が少ないとされています。一般的に軟水の
方が洗浄剤は溶けやすく汚れも落ちやすいです

• もう一つは、温度です。一般的に温水の方が洗浄剤が活性しやすくなります。また温水の方が汚
染除去に効果を発揮します。ただ、温度を60℃以上高温にすると、蛋白質が固まったり、酵素に
も影響を与えますので、40～45℃を目安に使ってください（自動洗浄装置は、洗浄剤が最も活性
する最適な温度設定しています）

医療現場における滅菌保証ガイドライン2005 洗浄工程管理
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一次保管の方法

【やってはいけないこと】

• 洗浄する前に「消毒剤の散布や浸漬」と「熱水を直接かけること」は絶対に避けてください

• その理由、消毒剤は血液などの蛋白質を凝固させることがあります。消毒剤を使うとかえって汚
れがこびりついたりします。また、消毒剤によっては器械にダメージを与えることがあります

• 血液や体液で汚染した器械に熱水を直接かけると、これも蛋白質が凝固してしまい汚れがこびり
つく原因となります

薬液 拭き取り後の状態 残留ATP（ｎ=5） アミドブラック染色

消毒剤

（エタノール80％）
182,698 RLU

洗浄剤

（界面活性剤他）
242 RLU

精製水 1,052 RLU

脇眞澄、久保木修他：環境表面の清浄化に使用するウェットワイパーの選択方法 第25回日本環境感染学会【実験】

• 擬似汚染物（馬血液）をステンレス板に10µL塗布し24時間放置して乾燥

• 不織布ガーゼに各薬液を同量含浸させ、拭き取り装置を使用し汚染物を拭き取った

• 拭き取り条件は、加重500g、速さ50ｍｍ/ｓ、5往復清拭

【分ったこと】

• 血液で汚染された環境は洗浄剤が最も効果的に除去できています。精製水は見た目には除去され
ていますが、蛋白質は除去されていないことが確認できます

• 消毒剤（エタノール）での清拭は効果が得られませんでした

【結果】

• 消毒剤で清拭した擬似汚染物は、「汚染が全く除去されていない」ことが確認できました

• 洗浄剤の場合、見た目には汚れが除去していましたが、アミドブラックで染色すると、青い拭き
残し（蛋白質が残留している状態）が確認できています

• 精製水の場合、拭き取り後の状態は洗浄剤と同じレベルですが、アミドブラックで染色すると、
青い拭き残しがしっかりと確認できます。また、拭き取り試験（ATP）も洗浄剤に比べ、約4倍の
数値になっています



【実験】

• 家庭用洗浄剤（QQット、J○Y）と医療用酵素洗浄剤をそれぞれ1％の濃度で設定した

• 擬似汚染物（洗浄インジケータ）を30分間浸漬し取り出し目視確認をした

• 鉄製のプレートを各洗浄剤に浸漬した（5日間）

• プレート取り出し、プレートの状態を目視確認した
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洗浄剤の使い方

【医療用専用洗浄剤を使うこと】

• 洗浄剤はどれも同じように捉われがちですが、家庭用には家庭用、医療器材ようには医療器材に
合わせた処方がされています

• 家庭用洗浄剤を使う対象物は、材質はガラスやプラスチック、アルミやステンレスなどです。
汚染物は油脂やでんぷんなどになります

• 医療現場では、材質はステンレスやアルミニウムやチタニウムと金属製品が主体となります。
汚染物は血液などの蛋白質の成分が主体となります。医療用洗浄剤には、専用の処方に加えサビ
を防止する防錆剤などが含まれています

家庭用洗浄剤Ａ
中性

家庭用洗浄剤Ｂ
弱アルカリ性 酵素入り

医療用酵素洗浄剤
中性

テストピース
30分浸漬

鉄製の
プレート

材質の変化が認められた 材質の変化が認められた 材質の変化は認めない

鉄製の
プレートを浸
漬した
洗浄液

鶯色に変色 橙色に変色 変化無し

久保木修：第117回 中材業務及び滅菌技法研究会 滅菌業務で家庭用洗浄剤を使用してはいけない理由

【分ったこと】

• 汚れの性質や器材の材質を鑑みた場合、医療用洗浄剤を使用することがベストな選択です。但し、
医療用洗浄剤を家庭で使用しても効果は得られません

【結果】

• 擬似汚染物を塗布したテストピースでは、家庭用洗浄剤は共に汚染が残留しています。洗浄剤Ｂ
の上段は汚染が除去されているように見えますが、アミドブラックで反応させると汚染がくっき
りと残留しています

• 鉄製のプレートの浸漬試験では、洗浄剤AとB共に材質の変化がありました。浸漬した溶液を観察
すると鶯色や橙色に変色してました

• 医療用洗浄剤は、洗浄効果も期待でき、材質に対しても影響がないことが確認できました


